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・・・・・・・・・・    調 査 の 概 要    ・・・・・・・・・・
          

          

男女平等参画に関係する市民の意識や状況について 
把握し、新規推進計画策定の参考とするため 

          
市内に居住する満20歳以上の男女1,000 人 

      
平成 21年 2月 27日（金）～3月 13日（金） 

 
郵 送 

 
有効回収数（率）455人  45.5％   

※報告書（概要版）について 
この概要版は、男女平等参画に関する市民意識調査結果報告書より抜粋して掲載してい
ます。また、数値については、小数点以下第2位を四捨五入しているため、100％にな
らないことがあります。 

・・・・・・・・  回答者の属性  ・・・・・・・・ 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②年齢別 

回答者の年齢層は、50 代・60 代がやや多く、北広島市の年代構成比とほぼ同じよ

うになっています。 

 

 

 

 

 

回答結果 

調査期間 

調査対象 

調査方法 

調査目的 

455
         人

男性,
 181人, 40%

女性,
253人, 55%

無回答,
21人 ,
5%

女性

男性

無回答

8.3

8.7

8.1

12.7

20.9

16.7

18.8

15.8

16.3

19.9

19.8

19.6

23.2

20.9

22.6

11.0

8.7

10.3

6.1

4.7

5.7

0.0

0.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

全体

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 無回答

男女別の回収率では、回答者に占める

女性の割合の方が男性より 15ポイント

高く、男女平等参画に関する関心の度合

いが回収率にも反映していると考えられ

ます。 

職業別では、仕事についている人（自

営業・会社員等）が全体で 49.9％（女

性 42.8％．男性 61.9％）と前回調査

47.9％とほほ同じ割合で、女性の回答者

の 3人に 1人（36.4％）が家事専業と

なっています。 

①男女別 
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53.0

55.8

21.6

53.0

6.6

46.4

26.0

25.4

53.0

26.5

62.4

33.1

59.1

7.7

12.2

16.0

23.8

12.2

8.3 43.5

6.1

5.0

2.8

2.2

4.4

7.2

15.5

12.1 1.7

2.2

1.7

2.8

4.4

3.3

0.5

0% 50% 100%

・・・・・・・・  男女平等に関する意識  ・・・・・・・・ 

１ 男女平等感について 

問 あなたは、現在の社会で男女が平等だと思いますか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

59.8

64.2

30.3

59.3

8.4

49.2

36.3

19.3

16.5

37.6

17.4

55.2

26.6

45.9

3.5

5.9

3.7

6.4

14.1

12.7

22.2

17.8

28.1

14.7

9.0

2.6

0.9
2.4

3.3

4.0

4.0

4.6

5.9

5.7

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社会全体で

社会通念・慣習で

法律や制度上で

政治の場で

学校教育の場で

職場の中で

家庭生活の中で

男性優遇 平等 女性優遇 わからない 無回答

65.2

70.8

37.2

63.6

9.9

53.4

13.8

9.5

26.1

11.1

51.4

20.6

37.5
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13.8

27.3
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4.3
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5.1
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6.7

3.2

0% 50% 100%

家庭生活の中
 
 
 
職場の中 
 
 
 
学校教育の場
 
 
政治の場 
 
 
 
法律や制度上
 
 
社会通念 

・慣習
 
 
社会全体 
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※ 男女共に根強い男性優遇感     
 
男女の平等感については、前回調査と同じく「学校教育の場で」を除いた各分野で「男

性が優遇されている」という回答が多くなっています。特に「社会通念・慣習で」64.2％

（前回調査73.1％）、「社会全体で」59.8％、「政治の場」59.3％（前回調査63.2％）で

半数以上の割合を占め、女性だけでなく男性も社会の中で男性が優遇されていると考えて

いる傾向が見られます。 

男女別では、女性の方が男性より、全ての項目で「平等」の割合が低く、「男性が優遇さ

れている」の割合が高くなっており、性別による感じ方の違いが顕著に現れています。 

平等と感じている割合では、前回調査より「政治の場で」の割合が下がっていますが、

他の項目については、平等感は上昇し、少しずつですが平等参画が推進されていると考え

られます。 

「社会通念・慣習で」は、16.5％と全体の中で平等と感じる割合が一番低く、特に女性

では 9.5％と 1 割に届かない状況です。誰もが平等になっていると感じられる社会が暮ら

しやすい社会といえますが、まだ地域社会の中で男女の不平等が根強く残っていることが

うかがえます。容易なことではありませんが、社会通念や慣習などの分野の意識を根気強

く変えていく必要があります。 

平等と感じている割合（ ）は前回（平成 15 年）調査の割合（-）は前回調査がない項目 

（国-H19「男女共同参画社会に関する世論調査」、道-H18「道民意識調査2から男女平等参画について」の数値）
 

北広島市 
回答項目 国 道 

全体 女性 男性 

1 学校教育の場で 63.4％ 51.9％ 55.2％（55.2％） 51.4％（48.9％） 62.4％（65.9％）

2 家庭生活の中で 42.0％ 28.3％ 45.9％（40.8％） 37.5％（35.0％） 59.1％（49.4％）

3 法律や制度上で 39.5％ 33.1％ 37.6％（31.8％） 26.1％（23.4％） 53.0％（45.9％）

4 職場の中で 23.9％ 14.9％ 26.6％（20.6％） 20.5％（16.8％） 33.1％（28.2％）

5 社会全体で 20.9％ 19.5％ 19.3％（ ― ） 13.8％（ ― ） 26.0％（ ― ）

6 政治の場で 23.2％ 17.5％ 17.4％（21.1％） 11.1％（13.9％） 26.5％（32.9％）

7 社会通念・慣習で 20.2％ 10.2％ 16.5％（12.1％）  9.5％（ 7.3％） 25.4％（18.8％）

※今回北広島市調査で割合が高い順番で記載 
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２ 育児について 

問 あなたは、「母親が子どもを３歳くらいまでは家庭で育てた方がよい」という考え方を

どう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたは、子どもの育て方について、「男らしく」「女らしく」と区別することについ

てどう思いますか。       

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 世代別「区別しない方がよい」と思う割合 
 

 

 

 

 

 

 

（ ）は前回（平成15年）調査の割合 

回答項目 全体 女性 男性 

区別しない方が良い 46.6％（51.1％） 49.0％（54.7％） 40.3％（45.9％）

区別して育てる方が良い 38.9％（36.3％） 34.4％（29.9％） 47.0％（45.9％）

その他 12.3％（11.7％） 14.6％（14.6％） 10.5％（ 7.1％）

無回答  2.2％（ 0.9％）  2.0％（ 0.7％）  2.2％（ 1.2％）

 

世代別

47.4
65.8

53.1 46.2 50.9
40.7

15.4
0.0

10.0
20.0

30.0
40.0

50.0
60.0

70.0

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

%

79.1

69.6

73.6

14.9

23.3

19.8

4.4

4.3

4.2

1.7

2.8

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

全体

そう思う そうは思わない その他 無回答

47.0

34.4

38.9

40.3

49.0

46.6

10.5

14.6

12.3

2.2

2.0

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

区別して育てる方が良い 区別しない方が良い その他 無回答
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 ※ 役割分担意識 
 

母親が子どもを3歳くらいまでは育てたほうがよいと思う割合は、「そう思う」が73.6％

(前回調査 73.5％)と、女性（69.6％）より男性（79.1％）の割合が高いものの、性別、

世代を問わず、70％以上の方がこの考え方を支持しています。育児や家事は女性に偏りが

ちですが、男女が、自分たちの意思で生き方が選択でき、お互いを支えあう社会が望まれ

ます。 

 子どもを「男らしく」「女らしく」と区別する事については、「区別しない方がよい」が

46.6％（前回調査45.9％）で、「区別して育てるほうが良い」の38.9％(前回調査36.3％)

と上回っています。また、男性では、「区別して育てる方が良い」が 47.0％（前回調査

45.9％）、女性では、逆に「区別しない方が良い」が 49.0％（前回調査 54.7％）と、性

別により意識の差が見られますが、前回調査よりその差は小さくなってきています。 

 
 
問 あなたは、出産・育児の環境づくりとして、どのような施策が必要だと思いますか。

（複数回答） 

 選択が多かった項目順に掲載（ ）は前回（平成15年）調査の割合 
回答項目 ()は前回の順位 全体 女性 男性 

1 子どもの出産・育児手当などの充実（2） 55.8％（47.5％） 52.6％（41.6％） 50.3％（57.6％）

2 
保育所に子どもを預けたい人の希望にかなう

ような環境整備（3） 
51.6％（42.6％） 53.4％（40.1％） 49.7％（45.9％）

3 
育児休業中の身分や所得保障などの制度の拡

充（4） 
48.8％（41.3％） 47.8％（35.0％） 52.5％（50.6％）

4 
育児に男女ともに参加するような社会全体の

意識改革（1） 
48.6％（49.8％） 48.5％（52.6％） 48.6％（45.9％）

5 
保育時間の延長や、産休明けに利用できる保

育制度・施設の充実（6） 
46.4％（22.4％） 50.2％（25.5％） 42.5％（17.6％）

6 育児支援のネットワークの充実・整備（5） 22.6％（23.3％） 20.6％(25.5％） 24.3％（18.8％）

7 出産・育児の楽しさや、すばらしさのＰＲ（7）  5.1％（21.5％）  4.3％（19.0％）  6.6％（25.9％）

8 
ボランティア活動や生涯学習、冠婚葬祭、療
養などのときに、子どもを一時的に保育して
くれる施設・制度の充実（8） 

 4.2％（17.9％）  4.7％（21.2％）  1.7％（12.9％）

9 その他（9）  1.8％（2.2％）  1.2％（2.9％）  2.2％（1.2％）
 

 
※ 意識改革より経済的な負担軽減などの支援制度の充実 
 

出産・育児の環境づくりに必要な施策としては、「子どもの出産・育児手当などの充実」

が 55.7％（前回調査 47.5％）と半数以上の方が回答し、次に「保育所に子どもを預けた

い人の希望にかなうような環境整備」が 51.6％（前回調査 42.6％）と上位を占めていま

す。また前回調査では最も多かった「育児に男女ともに参加するような社会全体の意識改

革」は 48.6％（前回調査 49.8％）と順位を下げ、意識改革より経済的な負担軽減や支援

制度等拡充等を望んでいる傾向がうかがえます。 
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３ 職業について 

問 あなたは、今の社会は女性が働きやすい状況にあると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたは、女性が職業を持つことについてどう思いますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 世代別「結婚や出産にかかわりなく働きつづける方がよい」と思う割合 
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選択が多かった項目順に掲載（（）は前回（平成15年）前々回（平成9年）調査の割合）
北広島市 

回答項目 ()は前回の順位 国 道 
全体 女性 男性 

45.7％ 47.8％ 44.2％

（H15調査46.6％） (46.0％） （48.2％）1 

子どもができるまで働

き、子育てが終わると再

び働く方がよい(1) 
33.0％ 47.7％

(H9 調査 53.0％) （58.7％） （46.0％）

26.4％ 26.1％ 26.5％

（H15 調査 26.0％） （30.7％） （18.8％）2 

結婚や出産に関わりな

く働き続ける方がよい

(2) 

43.4％
（40.4％）

23.9％

（H9 調査 16.3％） （14.5％） (18.6％)

13.6％ 10.7％ 18.8％

 (H15調査 9.0％） （ 7.3％） （10.6％）3 

子どもができるまで働

き、子どもができた後は

家庭に入る方がよい(4) 
10.7％ 8.0％

(H9 調査 9.2％) （5.8％） （13.3％）

 7.3％  9.1％  5.0％

（H15調査9.4％） （10.9％） （ 7.1％）4 その他(3) 1.4％ 6.4％

(H9 調査 8.0％) （10.9％） （ 4.4％）

5.7％ 4.3％  5.0％

（H15調査 7.6％） （4.4％） （12.9％）5 

結婚するまでは働き、結

婚した後は家庭に入る

方がよい(5) 
5.5％ 6.0％

(H9 調査 4.8％) （0.7％） ( 9.7％)

 0.2％  0.4％  0.0％

（H15調査 0.9％） （ 0.0％） （ 2.3％）6 
女性は職業を持たない

方がよい(6) 
3.6％ 1.5％

(H9 調査 1.2％) （ 1.5％） （ 0.9％）

 1.1％  1.6％  0.6％

（H15調査 0.4％） （ 0.7％） （ 0.0％）7 無回答(7) 2.3％ 3.4％

(H9 調査 2.4％) （ 2.2％） （ 2.7％）

 

 

※ 「仕事より子育てを優先」が多数派 

女性が「働きやすい」と思う割合は2.9％と少なく、「あまり働きやすくない」と合わせ

ると56.9％(前回調査61.0％、前々回調査59.0％)と半数を超えています。 

女性が職業を持つことについて、「子どもができるまで働き、子育てが終わると再び働く

方がよい」とした回答者の割合が 45.7％（前回調査 46.6％前々回調査 53.0％）と最も

高くなっています。次に「結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい」とした回答者

の割合が 26.4％（前回調査 26.0％前々回調査 16.3％）となっています。全国調査では

「結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい」が最も多く、北広島市や北海道調査と

は違った結果になっています。また、世代別に見ると、「結婚や出産に関わり無く働き続け

る方がよい」が 40代以下では 30％以上、50代からは年代が高くなるとともにその割合

が低くなっています。さらに未婚者（38.7％）の方が既婚者（24.1％）より高い数値とな

っています。 
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4 人権について 

問 セクシュアル・ハラスメント（セクハラ・性的いやがらせ）についてお聞きします。 

当てはまるものを選んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選択が多かった項目順に掲載（ ）は前回（平成15年）調査の割合（-）は前回調査がない項目 

回答項目 全体 女性 男性 

1 
テレビや新聞で問題になっていることは知

っている 
78.5％（78.5％） 77.5％（74.5％） 81.2％（84.7％）

2 
セクシュアル・ハラスメントを受けたこと

がある 
 8.8％（ 8.5％） 14.6％（13.9％）  1.7％（ 0.0％）

3 
身近にセクシュアル・ハラスメントを受け

た人がいる 
 6.6％（ 4.9％）  4.0％（ 3.6％）  9.9％（ 7.1％）

4 見聞きしたことはない  2.9％（ 2.2％）  1.6％（ 0.7％）  4.4％（ 4.7％）

5 
セクシュアル・ハラスメントを行ったこと

がある 
 0.4％（  ―  ）  0.4％（  ―  ）  0.6％（  ―  ）

セクハラを受けたことがある人数と内訳 
 
 
 
 
 
 
 

問 そのときあなたはどうしましたか。  40 人 

①選択が多かった項目順に掲載（ ）は前回（平成15年）調査の割合 
回答項目 全体 女性 男性 

1 家族や身近な人、友人などに相談した 22.5％（10.5％） 24.3％（10.5％）  0.0％（ 0.0％）

2 
自分の世間体や今後の不利益のことも考
えると何もできなかった 22.5％（10.5％） 24.3％（10.5％）  0.0％（ 0.0％）

3 
セクシュアル・ハラスメントを行った相手
に抗議した 22.5％（31.6％） 21.6％（31.6％） 33.3％（ 0.0％）

4 
相手の立場などを考えると、何もできなか
った 12.5％（31.6％）  8.1％（31.6％） 66.7％（ 0.0％）

5 
上司・先生や、職場・学校の相談窓口に相
談した  7.5％（ 5.3％）  8.1％（ 5.3％）  0.0％（ 0.0％）

6 その他  7.5％（ 0.0％）  8.1％（ 0.0％）  0.0％（ 0.0％）

7 警察に訴えた  2.5％（ 5.3％）  2.7％（ 5.3％）  0.0％（ 0.0％）

8 人権相談所・公的機関などに相談した  0.0％（ 0.0％）  0.0％（ 0.0％）  0.0％（ 0.0％）
 

 全体 40 人 女性 37 人 男性 3人 
20 代 3 3
30 代 14 14
40 代 11 9 2
50 代 7 6 1
60 代 5 5

1.7

14.6

8.8

9.9

4.0

6.6

81.2

77.5

78.5

4.4

1.6

2.9

0.6

0.4

0.4

2.2

2.0

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

セクハラを受けたことがある セクハラを行ったことがある 身近にセクハラを受けた人がいる
問題になっていることは知っている 見聞きしたことはない 無回答
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 そのときあなたはどうしましたか。 
② 世代別人数内訳                    単位：人 

回答項目 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 計 

1 家族や身近な人、友人などに相談した 7 2  9 

2 
自分の世間体や今後の不利益のことも考

えると何もできなかった 
1 2 3 1 2 9 

3 
セクシュアル・ハラスメントを行った相手

に抗議した 
3 3 2 1 9 

4 
相手の立場などを考えると、何もできなか

った 
1 2 2  5 

5 
上司・先生や、職場・学校の相談窓口に相

談した 
1 1 1 3 

6 その他 1 1 1 3 

7 警察に訴えた 1  1 

8 人権相談所・公的機関などに相談した   

9 無回答 １  1 

計 3 14 11 7 5 40 
 
 

 
 
 
※ 女性の 10人に 1人はセクハラ被害 

 
 

 セクハラについて、「テレビや新聞などで問題になっていることは知っている」が78.5％

（前回調査78.5％）と高い割合となっています。 

「セクシュアル・ハラスメントを受けたことがある」人は8.8％（前回調査8.5％）で、前

回調査時と割合についてはあまり変わりませんが、人数は 19 人から 40 人と 2 倍に増え

ています。その内訳としては、女性14.6％（37人）、男性1.7％（3人）と、女性の割合

が高く、およそ7人に1人以上の方がセクハラを受けたことがあると答えています。 

「セクハラを受けたことがある」と答えた40人のうち、誰かに相談や抗議等の行動を起こ

さず、何もできなかった人が35.0％（14人）います。 

平成 19年 4月 1日より、職場を含めた相談体制の整備等セクシュアル・ハラスメント

対策の強化に関する男女雇用機会均等法「雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇

の確保等に関する法律」が施行されましたが、「上司・先生や、職場・学校の相談窓口に相

談した」は7.5％（前回調査 5.3％）と少なく、「人権相談所・公的機関への相談」は0件

で、警察以外の公的機関等の相談窓口について知られていないことがうかがえます。 



 - 10 -

 

問 配偶者・恋人から継続的に身体的・精神的な暴力（ドメスティック・バイオレンス） 
を受けることが、大きな問題になっています。当てはまるものを選んでください。 
 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

選択が多かった項目順に掲載（ ）は前回（平成15年）調査の割合（-）は前回調査がない項目 

回答項目  全体 女性 男性 

1 
テレビや新聞などで話題になっている
ことは知っている 74.7％（78.5％） 71.1％（76.6％） 82.9％（81.2％）

2 身近に暴力を受けた人がいる 12.7％（ 7.2％） 16.6％（ 7.3％）  6.6％（ 7.1％）
3 自分が暴力を受けたことがある 5.7％（ 5.4％）  7.9％（ 8.0％）  2.8％（ 1.2％）
4 見聞きしたことはない 2.6％（ 3.6％）  2.0％（ 0.7％）  3.3％（ 8.2％）

5 
配偶者・恋人に継続的に暴力を振るった
ことがある 0.7％（  ―  ）  0.4％（  ―  ）  1.1％（  ―  ）

 
自分が暴力を受けたことがある人数と内訳 
 全体 26 人 女性 20 人 男性 5人 無回答１人

20 代 1 1

30 代 6 6

40 代 4 2 2

50 代 3 2 1

60 代 10 8 1 1

70 代 2 2

 配偶者からのＤＶ被害経験 
 これまでに結婚したことのある人のＤＶ被害経験『身体に対する暴行、精神的な嫌がら
せや恐怖を感じるような脅迫、性的な行為の強要』について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「男女間における暴力に関する調査報告書（平成21年 3月）」（平成20年 10月～11月内閣府男女共同参画局調査）  

  

2.8

7.9

5.7

6.6

16.6

12.7

82.9

71.1

74.7

3.3

2.0

2.6

1.1

0.4

0.7

3.3

2.0

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

暴力を受けたことがある 暴力を振るったことがある 身近に暴力を受けた人がいる
話題になっていることは知っている 見聞きしたことはない 無回答

2.9

10.8

7.3

14.9

22.4

19.1

79.9

65.3

71.8

2.3

1.5

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（1,077人）

女性（1,358人）

全体（2,435人）

何度もあった １・２度あった まったくない 無回答
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問 配偶者・恋人から継続的に身体的・精神的な暴力（ドメスティック・バイオレンス）、

セクシュアル・ハラスメント（セクハラ・性的いやがらせ）、ストーカー行為（つき

まとい行為）、売買春、性犯罪などの暴力防止、被害者支援への取組みとして、あな

たはどのようなことが必要だと思いますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 
 
 
※ 5 人に 1人がＤＶ被害を受けている 
 

「テレビや新聞などで話題になっていることは知っている」が74.7％（前回調査78.5％)

と最も多くなっています。 

「身近に暴力を受けた人がいる」が12.7％（前回調査7.2％)、「自分が暴力を受けたこ

とがある」が 5.7％（前回調査 5.4％)と増加し、およそ 5 人に 1 人（18.4％）の方が自

分や身近な人が暴力の被害に合っていることになります。この数値は、国の「男女間にお

ける暴力に関する調査報告書」（平成 21年 3月）の配偶者からのＤＶ被害経験が 19.9％

（女性33.2％男性17.8％）とほぼ同じ割合となっています。 

「自分が暴力を受けたことがある」と答えた方の内訳は、26人中男性5名女性20名と、

男性の被害体験もありますが、圧倒的に女性の被害が多くなっています。また世代別では

60代が10人と一番多く、次に30代が6人となっています。 

 暴力防止、被害者支援への取り組みとして、「被害者が援助を求めやすくするための情

報提供の充実」が60.4％と最も多く、次に「家庭・学校における男女平等や人権について

の教育の充実」51.6％「被害者の一時保護などを行う「シェルター」の設置」48.1％「専

門知識を持った者による相談体制の整備」43.5％となっています。 

 

38.5
33.4

4.0 4.4

40.3
36.0

2.0
5.9

27.6

6.6 2.8

32.5

60.4

51.6
48.1

45.3

36.0

53.8
45.5

38.7
34.8

63.6

49.0

38.7

32.0

42.5

54.1
58.6

31.5

42.0

0.0

10.0
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30.0
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70.0
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男性

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

暴
力
防
止
の
た
め
の

啓
発 

暴
力
を
ふ
る
う
加
害

者
の
相
談
窓
口
を
設

け
る
な
ど
の
相
談
体

制
の
充
実 

専
門
知
識
を
持
っ
た

者
に
よ
る
相
談
体
制

の
充
実 

被
害
者
の
再
就
職
な

ど
の
自
立
支
援 

家
庭
・
学
校
に
お
け

る
男
女
平
等
や
人
権

に
つ
い
て
の
教
育
の

充
実 

職
場
に
お
け
る
男
女

平
等
意
識
の
徹
底 

被
害
者
の
一
時
保
護

な
ど
を
行
う
「
シ
ェ
ル

タ
ー
」の
設
置 

被
害
者
が
援
助
を
求

め
や
す
く
す
る
た
め

の
情
報
提
供
の
充
実



 - 12 -

５ 男女平等参画について 
 
問 あなたは、男女平等参画社会を実現するためにどのようにすることが必要だと思いま
すか。 
◎男性に必要なこと（複数回答）     ◎女性に必要なこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
問 あなたは、男女平等参画社会を実現するために、市はどのようなことに力を入れてい

くべきだと思いますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.5

38.7

42.5

43.1

54.1

58.0

13.8

32.0

43.5

59.7

53.4

57.7

52.5

53.4

58.7

42.4

34.9

13.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

全体

女性

男性

女性が社会の組織を支

える一員であるという認

識を持つ 

女性が働き続けられる

よう、子育て、家事、教

育を分担する 

家事や育児などに参加

することに対する抵抗

感をなくす 

仕事中心から、家庭生

活とのバランスのとれ

た生き方に変える 

職場で、女性の能力や

考え方を尊重する 

従来、女性が就く職種

だと考えられていた仕

事にも進出する 
19.9

25.4

28.7

32.0

39.2

47.0

54.7

21.7

19.0

35.2

40.7

42.3

51.8

52.1

36.9

52.3

41.8

49.5

32.5

22.2

21.3

0.0 20.0 40.0 60.0

全体

女性

男性

社会や組織を支える一

員としての自覚を持つ 

夫と家事、子育てや教

育などの分担について

話し合う 

自分の意見や希望を

様々な場で積極的に発

言する 

結婚・出産後も仕事を続

け、経済力をつける 

技能や資格などを習得・

取得し、能力の向上を

図る 

従来、男性が就く職種だ

と考えられていた仕事に

も進出する 

政治・行政や企業など

における方針決定の場

にも進出する 

33.4
28.6

24.4 25.9

15.8

6.2 2.4

28.1
24.5

15.022.1
18.2

3.9
7.0

27.3

56.7

42.4
41.5 38.9

29.5

1.6
2.8

7.1

21.3
28.9

40.7
44.3

30.4
27.7

58.5

45.5

10.5
7.2

33.227.6
38.7

29.8
32.6

35.4

55.3

28.7

44.4
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全体

女性

男性

そ
の
他 

拠
点
施
設
を
設
置
す

る リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る 

条
例
を
作
り
、
充
実
し

た
政
策
を
進
め
る 

学
ぶ
た
め
の
学
習
講
座

を
行
な
う 

広
報
や
啓
発
活
動
を
充

実
さ
せ
る 

企
業
な
ど
に
雇
用
に
お

け
る
併
発
を
進
め
る 

施
策
へ
の
提
言
な
ど
、

市
民
参
加
の
機
会
を
設

け
る 

行
政
の
審
議
会
な
ど
女

性
を
積
極
的
に
登
用
す

る 女
性
の
就
労
支
援
を
進

め
る 

高
齢
者
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
す
る 

学
習
教
育
や
生
涯
学
習

の
場
で
啓
発
を
充
実
さ

せ
る 

地
域
の
子
育
て
環
境
を

整
備
す
る 

組
織
や
体
制
を
充
実
さ

せ
る 



 - 13 -

選択が多かった項目順に掲載（ ）は前回（平成15年）調査の割合 

回答項目 ()は前回の順位 全体 女性 男性 

1 
保育の施設・サービスや地域の子育て環境を

整備する（1） 
56.7％（56.5％） 58.5％（56.9％） 55.2％（55.3％）

2 高齢者の介護施設・サービスを充実する(6) 42.4％（33.6％） 45.5％（38.0％） 35.4％（25.9％）

3 
学校教育や生涯学習の場で男女平等について

の学習を充実させる（3） 
41.5％（37.7％） 40.7％（42.3％） 41.4％（30.6％）

4 
女性の就労を支援する情報提供や職業訓練を

進める(4) 
38.9％（36.8％） 44.3％（41.6％） 32.6％（29.4％）

5 
行政の審議会など、政策を決定する場に女性

を積極的に登用する（2） 
33.4％（39.9％） 30.4％（38.7％） 38.7％（42.4％）

6 
男女平等参画社会作り施策への提言など、市

民参加の機会を設ける(7) 
29.5％（27.8％） 28.9％（24.8％） 28.7％（32.9％）

7 
企業などに雇用における男女平等参画への啓

発を進める（5） 
28.6％（34.1％） 27.7％（40.1％） 29.8％（24.7％）

8 
男女平等参画意識を高めるための広報や啓発

活動を充実させる（10） 
27.3％（23.8％） 28.1％（20.4％） 27.6％（29.4％）

9 
男女平等参画推進を専門的に担当する組織や

体制を充実させる（9） 
25.9％（24.2％） 21.3％（18.2％） 33.2％（34.1％）

10 
男女平等参画について学ぶための学習講座な

どを行なう（8） 
24.4％（26.0％） 24.5％（24.1％） 22.1％（29.4％）

11 
男女平等参画のための条例を作り、充実した

政策を進める（11） 
15.8％（17.9％） 15.0％（16.1％） 18.2％（21.2％）

12 
男女平等参画を進めるためのリーダーを養成

する（12） 
7.0％（ 9.4％）  7.1％（11.8％）  7.2％（ 8.0％）

13 
男女平等参画を進めるための拠点施設を設置

する(13) 
6.2％（ 6.7％）  2.8％（ 6.6％） 10.5％（ 7.1％）

14 その他（14） 2.4％（ 1.3％）  1.6％（ 0.0％） 3.9％（ 3.5％）
 

 
※ 男女平等参画社会の実現するためには 

「社会や組織を支える一員としての自覚を持つ」こと 
  

男女平等参画社会を実現するために必要なこととしては、男性に対しては「女性も社会

の組織を支える一員であるという認識を持つ」が58.7％（前回調査68.6％）と最も多く、

次に「女性が働きつづけられるよう、家事、子育て、教育を分担する」が53.1％（前回調

査51.1％）となっています。また、女性に対しては「社会や組織を支える一員としての自

覚を持つ」が 52.3％(前回調査 61.9％)と最も多く、次に「夫と家事、子育てや教育など

の分担について話し合う」が 49.5％(前回調査 57.0％)と、男性に対してと同じような結

果となっています。 

男女平等参画社会を実現するために市が力を入れるべきことは、「保育の施設・サービス

や地域の子育て環境を整備する」が、56.7％（前回調査 56.5％）と前回調査と同じく最

も多くなっています。次に「高齢者の介護施設・サービスを充実する」が42.4％（前回調

査33.6％）で前回調査より割合と順位を大きく上げており、高齢化の進行により、介護の

問題に関心が高いことがうかがえます。前回調査で2番目に多かった「行政の審議会など、

政策を決定する場に女性を積極的に登用する」は 33.4％（前回調査 39.9％）と割合を下

げ、より身近な問題への取り組みを望む声が多くなっていることがうかがえます。 
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・・・・・男女平等参画についての意見・提案（抜粋）・・・・・ 

                    
子育てをしたい男性を支援する施策等も必要であると思う。また、男女平等（共同）参画

というと、女性がこれまで弱い立場で見られてきているが、男は「仕事」ということで、

悩んできた人もいると思う。自殺している人が、年間 3 万人以上、そのなかでも、男性の

割合が女性より多いと聴くが、これは、社会のなかで、まだ、「男性は仕事」という役割が

根強いからであると思われる。（20代男性） 

私は、特に女性と男性で平等ではないと感じていないので、正直な話あまり興味がありま

せん。ただ、女性だけが出産・育児で仕事を続けにくい状態になることは確かなので、そ

れを助けてくれるようなものがあれば良いな、とは思います。（30代女性） 

平等をあまり積極的に取り組むと、かえって不平等だと一方が感じる事もあり、とても難

しい問題だと感じています。（30代男性） 

男女平等社会という洗練された社会の実現のためには、所得の底上げが不可欠である。公

務員の職場環境の男女平等意識が高いのは、職と所得が保証されているからではないだろ

うか。リストラ・失業の不安を抱えて劣悪な環境で働かざるを得ない者に、男女平等もヘ

チマもないのである。（40代女性） 

男女にはフィジカルの差があるので共同して考えていく。（40代男性） 

男性が子育てをしたり、料理をしたりする事への偏見をなくし、又、女性が社会へ出る事

への理解が得られる事。そして女性は男性とは違うという事。その中で、お互いを理解し

合える社会を望みます。（50代女性） 

少子化問題を第一に考えながら、男女平等の是非を問う事が大切であり、一昔を想い出し、

昔の良き時代に返る、それこそが現在社会に一番必要な事と考えます。（50代男性） 

私の育った時代とは随分女性の考え方も生き方も進歩しているとは思いますが、失ってい

る面も多々あります。でも何時の時代でも学んで実践していくことは大切だと思うので、

色々な事を多く学び、良い社会住み良い国になると良いと思って居ります。（60代女性）

「平等」は何でも平等と捉えがちであるが、男・女はそれぞれ性的な特徴があることを認

め、また、それが社会を構成していくうえで、必要不可欠であること。こうした観点から

の主張や啓発などを実施していくべきである。だから「平等」より「共同」がベターと考

えます。（60代男性） 

（共同）と（平等）では全く意味合いが違う。より積極的概念でいうと（共同）ではない

か？（70代女性） 

「平等」を拡大解釈し、自己主張しても他者への配慮や自己責任を認識できない人達が多

く、今の大人は男女を問わず人間関係の原点とも言える、自制心、共感性等に欠けている。

「男女平等」以前にこのあたりに立ち返りこれを学校教育や生涯学習の場で学ぶ社会や場

所を充実させるべきだと思います。（70代男性） 

良い時代になりました。87才の私にはうらやましいです。（80代女性） 
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